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研究テーマ：⽇本⼈の考え⽅に関する実証的研究 

 

研究の背景と⽬的 

近代以降、⽇本社会は急速な変化を遂げてきた。経済の⾼度成⻑、戦争の体

験、国際化、少⼦⾼齢化、情報化社会の進展など、様々な社会的要因が⼈々の

価値観や考え⽅に影響を与えてきたと考えられる。 

⽇本⼈の価値観や社会意識に関する研究は多く存在しており、例えば内閣

府の「国⺠⽣活に関する世論調査」や、社会学者・⽂化⼈類学者による⽇本⼈

論などが参考になる。⽇本⼈論は、⽇本独⾃の社会構造や⼈間関係に注⽬し、

⽂化的・歴史的視点から⽇本⼈の考え⽅を分析している。 

⼀⽅で、これらの先⾏研究の多くは、特定の時点における⽇本⼈の意識を調

査するか、あるいは理論的に変化の傾向を推測するものであり、世代間⽐較や

経年的変化を直接的に調査・分析した研究は限られている。また、急速な情報

化やグローバル化が進むなか、特にポスト・バブル世代や Z 世代の価値観に

ついての実証的研究はまだ⼗分に蓄積されていない。ここ数⼗年で⽇本⼈の

価値観や考え⽅がどのように変わったのか、⾮常に興味がある。 

本研究では、過去 100 年間において⽇本⼈の考え⽅（価値観、⼈⽣観、社

会観など）がどのように変化してきたのかを調査し、その変化の傾向と背景要

因を明らかにすることを⽬的とする。 

コメントの追加 [AL1]: テーマが抽象的すぎるので、

研究⽬的に合わせた具体的なテーマにしてください。

現在の「研究⽬的」を読むと、「経年変化」や「年代別

⽐較」などのキーワードを⼊れるのが良いと思いま

す。 

コメントの追加 [AL2]: 例えばどのような影響を与え

たのでしょうか。多くの⼈がイメージできるような具

体的な影響・変化の事例を紹介するのが良いと思いま

す。 

コメントの追加 [AL3]: ⽂献情報を⼊れてください。 

コメントの追加 [AL4]: 分析した結果、先⾏研究では

どのようなことが主張されているのでしょうか。代表

的な「⽇本⼈論」を簡単に紹介してみてはいかがでし

ょうか。 

コメントの追加 [AL5]: 「⼗分に蓄積されていない」

としても、いくつかの先⾏研究はあるということでし

ょうか。もしそうであれば、それらの研究について紹

介し、まだ不⼗分な点を課題として挙げられると良い

と思います。 

コメントの追加 [AL6]: このような個⼈的な思いでは

なく、学術的な意義を述べるようにしてください。 

コメントの追加 [AL7]: 研究⽬的の後に、この研究を

実施する意義を説明されたほうが良いです。 



研究⽅法 

本研究では、以下の⼿法で⽇本⼈の考え⽅の変化を明らかにする。 

対象：⽇本に住む世代別（10 代〜80 代）の被調査者 

⽅法：オンラインおよび対⾯でのアンケート調査 

内容：価値観（家族観、仕事観、幸福観、政治意識など）に関する質問 

分析：年代別⽐較、クロス集計、因⼦分析、回帰分析などで統計解析 

また、過去の世論調査や報道記事、エッセイ・⼿記などを補助資料として参照

し、定性的な変化の傾向も整理する。 

 

研究のスケジュール 

1〜4 ヶ⽉⽬ 先⾏研究の調査、アンケートの作成 

5〜8ヶ⽉⽬ アンケートの実施（オンラインおよび対⾯） 

9〜14 ヶ⽉⽬ データ整理と統計解析 

15〜22 ヶ⽉⽬ 考察および補助資料の分析 

23〜24 ヶ⽉⽬ 研究成果のまとめと論⽂執筆 

 

参考⽂献 

内閣府「国⺠⽣活に関する世論調査」令和 7年 1⽉ 

https://survey.gov-online.go.jp/living/202412/r06/r06-life/ 

コメントの追加 [AL8]: ⽇本に住む外国⼈も含めるの

でしょうか、それとも⽇本⼈だけを対象にするのでし

ょうか。 

コメントの追加 [AL9]: オンライン調査はどのように

実施するのでしょうか。また、対⾯での調査は何⼈く

らいを対象にするのでしょうか。 

コメントの追加 [AL10]: 質問項⽬は、いくつか具体

的に書かれたほうが良いです。実際にその質問をする

かどうかは後々考えれば良いと思いますが、計画段階

でもある程度考えて記述したほうが、具体性のある研

究計画になります。 

コメントの追加 [AL11]: 統計解析の⽅法を列挙する

だけでなく、実際にデータが得られた場合を想定し

て、どのデータをどの解析⽅法で分析するのか記述さ

れたほうが良いです。 

コメントの追加 [AL12]: 2 年で修⼠課程を修了するた

めのスケジュールだと思いますが、実際には 2 年間

（24 ヶ⽉）取り組めるわけではないので、20 ヶ⽉く

らいで終わるようにスケジュールを⽴ててください。 

コメントの追加 [AL13]: 最後の 2 ヶ⽉くらいで論⽂

を執筆することになっていますが、もっと早い時期か

ら徐々に書いていくことをおすすめします。 

コメントの追加 [AL14]: 論⽂など専⾨的な⽂献も⼊

れたほうが良いです。 

コメントの追加 [AL15]: 出版年（発表年）は⻄暦で

書くのが⼀般的です。 


